テーマ：どうしたら戦争をなくせるのか？

· テーマの説明：

20世紀は戦争、それも世界を舞台にした戦争の連続であった。

その最初は1904年に起きた日露戦争。そしてこれをめぐる列強諸国の対立は、1914年、ヨーロッパ規模の恐慌（ヨーロッパが同時に激しい不景気にみまわれたこと）をきっかけに第１次世界大戦を勃発させた。毒ガスや戦車や航空機による爆撃というあらたな武器を生み出したこの戦争は、参戦国全体で戦死者は1000万人におよび、死傷者や行方不明者は2700万人に達した。

しかしその10数年後の世界恐慌（世界が同時に激しい不景気にみまわれたこと）をきっかけにふたたび世界大戦がおき、この戦争ではミサイルや原子爆弾もつかわれ、死傷者は第１次世界大戦の数倍にも達してしまった。

どうして戦争がおこるのか？。そしてどうしてそれを止められないのか？。このことについてちょっと考えておきたいと思います。

· 今後の予定：

１
帝国主義戦争
· 帝国主義とは何か？

· 第１次、第２次世界大戦の原因と結果

· どうしたら戦争をなくせるか？
教科書

· ｐ212

· ｐ230～232

· ｐ254～261

２
資本主義と社会問題
· 資本主義国が植民地を求める理由

· 不景気と貧しい労働者

· 社会問題の発生
· ｐ212

· ｐ162～163

３
社会主義革命
· 社会主義とは？

· ロシア革命

· ソビエト社会主義共和国連邦と植民地の解放
· ｐ163

· ｐ236～237

· ｐ234～235

４
アメリカ型資本主義
· 機会均等と自由競争

· 植民地の解放と国際連盟

· アメリカの強さの秘密①
· ｐ212～213

· ｐ232～233

５
アメリカ型資本主義の
· 自由の国アメリカ

· アメリカの成り立ちと特徴

· アメリカの強さの秘密②


· ｐ156～157

· ｐ166～167

　　＜どうしたら戦争をなくせるのか？＞　資料①戦争の被害
　　★第一次世界大戦（1914～18）


軍人の死傷者
民間人の死者
合計

同盟国
ドイツ
イタリア
オーストリア
トルコ
２００万人
　４６万人
１１０万人
　３８万人
　８１万人
　　０
１００万人
　　０
　２８１万人
　　４６万人
　２１０万人
　　３８万人

協商国
イギリス
（植民地）
フランス
ロシア
アメリカ
　７６万人
　２５万人
１３６万人
１７０万人
　１１万人
　　０
　　０
　　０
２００万人
　　０
　　７６万人
　　２５万人
　１３６万人
　３７０万人
　　　０


ベルギー
ルーマニア

　　３万人
　　８万人
　　　３万人
　　　８万人


ヨーロッパ各地で虐殺された
　アルメニア人・シリア人
　ユダヤ人・ギリシャ人
４００万人
　４００万人

計
　　　　　　　　　812万人
７９２万人
１６０４万人

· 第二次世界大戦（1939～45）


軍人の死者
民間人の死者
合計

同盟国
ドイツ
イタリア
日本
　　　３００万人
　　　　３０万人
　　　２４０万人
　　　　５０万人
　　　　　０
　　　　８０万人
　　　３５０万人
　　　　　０
　　　３２０万人

連合国
イギリス
フランス
ソ連
アメリカ
　　　　３０万人
　　　　２０万人
　　１０００万人
　　　　３０万人
　　　　１０万人
　　　　３０万人
　　１０００万人
　　　　　０
　　　　４０万人
　　　　５０万人
　　２０００万人
　　　　３０万人

ドイツ占領下の国
ポーランド
ユーゴスラビア
ギリシア
アルバニア
オランダ
ベルギー
チェコスロバキア
ユダヤ人

　　　６０２万人
　　　１７０万人
　　　　２５万人
　　　　２８万人
　　　　２４万人
　　　　２２万人　　
　　　　３２万人
　　　６００万人
　　　６０２万人
　　　１７０万人
　　　　２５万人
　　　　２８万人
　　　　２４万人
　　　　２２万人
　　　　３２万人
　　　６００万人

日本占領下の国
中国
朝鮮
ベトナム
インドネシア
フィリピン
インド
ビルマ

　　１０００万人
　　　　２０万人
　　　２００万人
　　　２００万人
　　　１０５万人
　　　３５０万人
　　　　　５万人
　　１０００万人
　　　　２０万人
　　　２００万人
　　　２００万人
　　　１０５万人
　　　３５０万人
　　　　　５万人

計

１６５０万　人
　４７２３万人
６３７３万人

　　　＜どうしたら戦争をなくせるか？＞　資料②アメリカの国力
· アメリカの銑鉄の生産高の移り変わり（単位：万ｔ）
　　　※：1880年のイギリスの銑鉄の生産高を100としたときの数字

1880年
1890年
1900年
1910年
1914年

アメリカ合衆国
　　３９０
　　９３５
　１４０１
　２７７４
２８８０

※
50
119
180
356
369

イギリス
　　７８０
　　８０３
　　９０５
　１０１７
　６９０

※
100
103
116
130
88

ドイツ
　　２７３　
　　４６６
　　８５２
　１４７９
１７０２

※
35
60
109
190
218

フランス
　　１７３
　　１９６
　　２７０
　　４０３
　４３３

※
22
25
35
52
56

· 【考えてみよう】
1 １８８０年、アメリカの鉄の生産はイギリスの約何分の一？。
2 １９１０年、アメリカの鉄の生産はイギリスの約何倍？
· 20世紀はじめのイギリスとアメリカの国力の比較
　　　　（おそらく1900年ごろ）

アメリカ合衆国
イギリス

輸出額
　（単位：百万ポンド）
　　３１１
　　５５９

輸入額
　（単位：百万ポンド）
　　２１９
　　５５９

石炭生産額
　（単位：百万ｔ）
　
　　２６２
　　２１９

綿花消費額
　（単位：ポンド）
　２３００
　２０００

鉄鋼の生産額
　（単位：百万ｔ）
　　　　４．３
　　　　９．３

· 【考えてみよう】
アメリカがイギリスを上回っていたのは何？
　　　＜どうしたら戦争をなくせるか？＞　　資料③移民でなりたつアメリカ
○アメリカ合衆国に集まった移民（1830～1910年）
地域
出身国
人数
小計
総計

ヨ｜ロッパ
イギリス
ドイツ
オーストリア
イタリア
ロシア
アイルランド
スウエーデン
ノルウエー
フランス
バルカン諸国
デンマーク
オランダ・ベルギー
スイス
ポーランド
スペイン・ポルトガル
他
500万人
440万人
330万人
320万人
270万人
200万人
100万人
70 万人
60 万人
40 万人
30 万人
30 万人
30 万人
20 万人
20 万人
90　万人
２３５０
　　万人
２７９５
　　万人

南アメリカ
カナダ
西インド諸島
メキシコ
中南米諸国
120万人
20 万人
５　万人
５　万人
１５０
　　万人


アジア
中国
日本
アジア諸国
250万人
17.5万人
17.5万人
２８５
　　万人


オセアニア
オーストラリア
10　万人
１０万人


· 第二次世界大戦後にも
　　　　アジア・南アメリカからの移民が続いている。
